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出石川加陽湿地の
課題と改良の検討について

豊岡河川国道事務所 調査第一課

小川 洋

～地域と連携した湿地再生～

か や
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■円山川の概要
流域面積；1,300km2

幹線流路延長； 68km

円山川は、下流域の河床勾配が非常
に緩やかであり、河口から約16km付近
まで海水が侵入する汽水域である。
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■河道の直線化

円山川は、大正9年から実施された河川改修工事による河道の付
替えにより直線化している。

このため、旧流路の蛇行部に形成されていた湿地環境が減少した
ものと考えられる。

凡 例

明治34年頃の河道

現在の河道

下宮川

金剛寺川

八代川

鎌谷川 六方川

円 山 川

円 山 川

穴見川

小野川

三木川

大谷川

河道のｼｮｰﾄｶｯﾄ等
による湿地の減少

平成24年7月ラ
ムサール条約
湿地に登録

円山川流域と湿地
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出石川加陽地区湿地整備の概要

○古くは緩流河川が蛇行する区間であ
り、湿地環境が存在していた

国土地理院空中写真（昭和22年撮影）

大規模な湿地環境の創出と河川～水路～水田の連続性確保
かつての原風景に見られた良好な湿地環境の創出

○地域や各機関の取り組みと連携を
図った一体的な湿地整備

出石川

鶴山
里山林の整備（県）

三木川
自然再生（県）

三木放鳥拠点

ビオトープ水田
コウノトリ育む農法

伊豆ｺｳﾉﾄﾘ巣塔

円山川

約15ha 自然再生事業
【湿地再生】
（H19年度）

○戦前にはコウノトリの営巣地が集
中していた「鶴山」に近接する地区

円山川
奈佐川

出石川

Ｎ

16.0k
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2.計画

4.施工
6.改良

5.モニタリング

7.施工完了後
維持管理

1.調査

3.設計

①地域と連携
した計画検討

③地域と連携
したﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ
（環境学習）

④地域と連携した
維持管理
（維持管理マニュアル（案）を作成）

問診型モニ
タリング
(環境学習)

②モニタリング結果の
フィードバック
＜現状の課題＞

＜改良の検討＞

出石川加陽地区湿地再生の流れ



4

出石川加陽地区湿地再生パートナー協議会の設立

湿地利用者

地元代表者

：管理主体

行政

地方自治体
・豊岡市：管理責任者
・兵庫県

河川管理者
・国土交通省：基盤整備

学識経験者
：技術的アドバイス

協力
意見交換

協力
意見交換

協力
意見交換

出石川加陽地区湿地再生パートナー協議会の設立

湿地利用者

地元代表者

：管理主体

行政

地方自治体
・豊岡市：管理責任者
・兵庫県

河川管理者
・国土交通省：基盤整備

学識経験者
：技術的アドバイス

協力
意見交換

協力
意見交換

協力
意見交換

かつての原風景に見られたような人とコウノトリと牛が共生できる良好な湿地環境を再生することを目指
し、国、県、市、学識経験者及び地元とのパートナーシップで維持管理を含め、具体的な計画を検討する。

第1回協議会（H19.09.25）

第2回協議会（H19.10.30）

第3回協議会（H20.02.21）

○ 計画案の検討

○ 維持管理の役割分担案の作成

①-1地域と連携した計画検討（湿地再生計画づくり）
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樹林環境

乾性草本群落

草地環境

閉鎖型湿地の設置
【ビオトープ水田の代替】

開放型湿地の設置
【魚類の再生産の場】

水深の深い水域
【魚類の隠れ場】

多様な流れのある河川環境（三木川）
【二枚貝等の生息の場】

設計のポイント：湿地の基盤高、用水の自然補給、水位、形状
・・・加陽地区の自然環境（生態系）が成立する設計諸元の設定

①-2湿地のコンセプトと自然環境を踏まえた湿地再生
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着手前と現在の状況

2013年（平成25年）10月撮影

閉鎖型湿地と三木川の付け替えが完了
2009年度(平成21年度）着手
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◆加陽地区の「湿地再生箇所」と「湿地再生箇所と接続する河川（対照区）」の比較

○全種数 ○浅場を利用する魚種の種数
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調査結果と評価（魚類）

＜魚類の生息状況＞
●加陽地区の湿地再生箇所では、湿地再生箇所と接続する出石川本川より多くの種
数を確認し、増加傾向にある。

●湿地再生箇所では浅場を利用する魚種（カワヒガイ等）の種数の増加も見られる。
●また、昭和30年代はじめに見られたフナ、コイ、ナマズ、メダカなどが確認されている。
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○湿地再生前後の底生動物確認種数

調査結果と評価（底生動物）

＜底生動物の生息状況＞

●高水敷掘削の湿地再生箇所では、
干潟などの砂泥底に生息するイト
ゴカイ目のほか、ハエ目など流れ
の緩やかな場所に生息する種が大
半であり、湿地特有の環境が保
全・再生できている。

●加陽地区では湿地再生前より確認
種数の増加傾向が見られる。その
中でも、ハエ目などの緩やかな流
れの場所に生息する種の増加が見
られる。 上流閉鎖型湿地
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その他底生動物 ミミズ綱
ゴカイ綱 トンボ・コウチュウ目
ハエ目 トビケラ目
カワゲラ目 カゲロウ目
湿地面積

注 湿地再生前（出石川）：湿地再生箇所と隣接する河川での調査結果
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第1回 ワーキング（H25.10.11）
地元要望・湿地の目標の確認

第2回 ワーキング（H25.10.18）
整備方針の確認

第3回 ワーキング（H25.10.25）
整備内容の提案・確認

モニタリング結果と現地視察より施工後の課題が確認された
①各湿地ごとの細かな整備方針が未定
②閉鎖型湿地の水深が深く、カワウの餌場となる
③湿地の余水吐と三木川との間に落差がある
④閉鎖型湿地（上池）の水位調節ができない
⑤緩傾斜化した法面は外来植物が多く繁茂 など

技術部会の中では時間等の関係で十分に

内容が検討できないため、主な技術部会委
員、地元代表者等で構成するワーキングを設
置し改善方針を検討

メンバー 所属等

技術部会 委員(8名) 円山川水系自然再生協議会

地元住民代表 加陽地区、上流域での河川利用者

コウノトリ共生課 豊岡市

河川管理者 豊岡河川国道事務所

ワーキングの状況

②-1加陽地区における順応的な整備（現状の課題）
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ワーキングの論点

各施設に対して生息・生育が想定される生物を設定し、
それらが必要とする環境に改善していく。

検討方針

● 湿地ごとに生息・生育が期待される生物を選定

● 選定した生物の利用環境（産卵の場、生息の場

など）を検討

● 置き石、深みなど小技による利用環境の改善

②-2加陽地区ワーキングの内容
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②-3加陽地区のワーキングに基づく改善点

【加陽湿地の施設別の整備方針と必要な環境】
施設別の

整備方針 動　　物 必要な環境条件

魚類の移動経

路、供給源
・魚類の移動経路 - ・移動が可能な堰等の施設

- ・人が容易に移動できる経路 - 裸地

- ・渇水時の緊急導水路 - 裸地

・背丈の低い植物（チガヤ等）
・背丈の高い植物（オギ等）

開

放

型

湿

地

魚類の再生産

の場

盛土部

・バッタ等の生息環境
・カエルの採餌場所

・背丈の低い植物（チガヤ等）
・背丈の高い植物（オギ等）

・背丈の低い植物（チガヤ等）
・背丈の高い植物（オギ等）

-

管理用道路等

緊急時導水路

草地部

三木川

周

辺

草

地

在来種を中心

とした多様な

草地

バッタ類など

・カヤネズミ等の生息環境 バッタ類など

放牧地 ・但馬牛の餌となる野草

・深み
・背丈の低い水際植物（ヤナギタデ等）
・背丈の高い水際植物（ヨシ・ガマ等）
・背丈の高い陸域の植物（オギ等）
・出石川と開口部による連続性

トノサマガエル、メダ
カ、ドジョウ、コイ・フ
ナ類（産卵）、ナマズ
（産卵）、タモロコ、
バッタ類など

コイ・ フナ類、ナマ
ズ、カマツカ、バッタ
類など

上流

下流

生息・生育が想定・期待される種と必要な環境

加

陽

湿

地

閉

鎖

型

湿

地

上池

水田環境や池

環境による多

様な生物の生

息環境

・カエル、トンボ等の生息、
　繁殖環境

下池

上

流

下流

施設 期待する機能

トノサマガエル、バッ
タ類

・水田に類似した環境（浅い水域）
・背丈の低い水際植物（ミゾソバ等）
・背丈の低い陸域の植物（チガヤ等）

・カエル、トンボ等の生息、
　繁殖環境
・魚類の生息環境
　（遡上による生息）

・浅い緩流域、深み（魚類等の逃げ場、隠れ場）
・背丈の低い水際植物（ミゾソバ等）
・背丈の高い水際植物（ヨシ・ガマ等）
・背丈の低い陸域の植物（チガヤ等）
・出石川～三木川～湿地の連続性

・魚類の産卵
・稚魚の生息場所
・魚類の出水時の避難場所
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②-4加陽地区のワーキングに基づく改善点

平面配置 全体位置図

【現状写真】

横断イメージ 整備方針

水田環境や池環境による多様な生物の
生息環境
魚類の生息環境(遡上による生息)

期待する効果

カエル、トンボ等の生息、繁殖環境、魚
類の生息環境（遡上による生息）

生息が期待される動物

トノサマガエル、メダカ、ドジョウ、コイ・
フナ類（産卵）、ナマズ（産卵）、タモロコ、
バッタ類など

低茎草本

深場
水際植物

管理用道路

浅場
水深5～20cm

水際植物 水際植物
低茎草本
草丈1m以下

低茎草本
草丈1m以下

緩流・止水域

深場
50cm程度

50cm程度 5～20cm程度

堰上

堰上げによる氾濫原

トノサマガエルの生息環
境
ドジョウの生息環境 コイ・フナの産卵環境

タモロコの生息環境 ナマズの産卵環境

コイ・フナの産卵環境

バッタ類の生息環境バッタ類の生息環境

堰上げによる氾濫原

緩流・止水域

浅場

土砂溜

上流閉鎖型湿地
下池の例

3箇所の堰の堰板
運用による水位調節
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②-5加陽地区のワーキングに基づく改善点

平面配置 全体位置図

【現状写真】

横断イメージ 整備方針

魚類の再生産の場

期待する効果

魚類の産卵、稚魚の生息場所、魚類の
出水時の避難場所

生息が期待される動物

コイ・フナ類、ナマズ、カマツカ、バッタ類
など

深場

浅場

通水施設 通水施設

水際植物

管理道による植生の分断

バッタ類の生息環境

ナマズの生息環境コイ・フナの産卵環境

カマツカの生息環境

水位変動のある水域

深場
50cm以上

水際から
連続する植生

通水施設

出石川

造成中造成中

上流開放型湿地
の例
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②-6加陽地区のワーキングに基づく改善点

平面イメージ 全体位置図

整備方針

【三木川】魚類の移動経路、供給源
【出石川】開放型湿地の維持

施設イメージ

期待する効果

【三木川】魚類の移動経路
【出石川】水制による土砂堆積の抑制

生息が期待される動物

【三木川】 －
【出石川】 －

三木川

出石川

環境学習時に利用できる幅広の階段工を設置

各堰の維持管理用に階段工を設置

水制工水制工

通水施設 通水施設通水施設

水制工設置により出水時の流れを対
岸に誘導し、通水施設への土砂の堆
積を抑制

置石工

流れに多様性を持たす置石工を設置
出石川

三木川

：階段工（5ｍ幅）
：管理用階段工（2ｍ幅）
：置石工

階段工イメージ 置石工イメージ 水制工イメージ

三木川 出石川

三木川・出石川
の例
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小学生用
魚類図鑑の作成

小学生による
調査結果の整理

投網の実施

魚種の確認中

定置網の回収

作業報告の状況

③加陽地区におけるモニタリング（地域連携⇒環境学習）

●小学校の環境学習の一環として、小学生による生物調査を実施。
●調査結果は、段階施工中の開放型湿地の効果・機能検証データとして
活用。
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④-1地域連携による維持管理

:河川管理者管理 :市、地元管理

草刈りの方法については、昆虫等の生息場
所を確保するため、草丈20cm程度の高さを
目安に刈り取るなどの目安を設定。

維持管理マニュアル（案）を作成
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完成箇所から順次、地元・自治体との維持管理について協議を進め、地域と連携した維持
管理を実施しています。

④-2地域連携による維持管理

やってみて、より良いやり方に変えていく
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ご清聴ありがとうございました


